






























表 A 教員養成学講究取り組み内容  
履修院生  シラバス作成科目  シラバス分析科目（注）  




B 教育の思想と原理   








D 教育と社会・制度  
E 教育と社会・制度  
F 教育方法・技術論  
G 道徳教育指導法  
H 幼児教育学演習  
I 幼児教育学演習  











表 B 大学教授学講究取り組み内容  

































表 C プラクティカム日程一覧  
  No. 実施日 実習院生 授業名 題材・内容 
前
期 
1 6 月 13 日  K 生徒指導概論※ これから求められる学級づくり 
2 7 月 3 日  L 教育課程論※ かくれたカリキュラム 
3 7 月 7 日  M 教育調査統計法演習 検定の考え方：カイ二乗検定を中心に 
4 7 月 14 日  N 生涯学習概論※ 生涯学習と評価 





9 11 月 13 日  M 教育と社会・制度 
「学校に行かないこと」は問題なのか？ 
多様な教育機会の視点から考える 
10 1 月 25 日  L 教育方法学 子どもによる課題の生成と主体形成 
11 1 月 25 日  P 教育方法の研究※ メディアと ICT 













 平成 29 年度は 3 名のポートフォリオ提出者がおり、無事修了証書を授与された。彼ら
の授業理念の中心点のみ下に引いておく。  
 

























１ 具体的には、3 年間通じて次の教育課程を経る。博士課程後期 1 年次生は、前後学期を通じて、2 つ
の授業（「教員養成学講究」と「大学教授学講究」）を履修し、教員養成制度の歴史や大学での教授法を
学ぶ。博士課程後期 2 年次生は、学内（広島大学）で前学期・後学期各 1 回、計 2 回の教壇実習に取り
組み、博士課程後期 3 年次生は、学外（他大学）において教壇実習に取り組む。  










博士課程後期 3 年次生は、教職 P の総仕上げとして、「教職教育ポートフォリオ」を作成する。プロ
グラムを履修する中で、自分が何を学んだのかを振り返り、自身の「授業哲学（授業理念・教授哲学と
も）」をまとめる。彼らには「修了証書」が授与され、2017 年度までに 16 名の修了生が誕生した。  
